
⽩⾺村図書館等複合施設の概要 
 
 
１．⽩⾺村の課題と施設整備の趣旨 

 
【⽩⾺村の課題】 
・ 図書館が公共施設の後利⽤・空きスペースで運営されており、書架や閲覧室・学習室

等が⼗分に確保できず、提供するサービスが限られ、利⽤者が少ない。 
・ ⼀時保育や休⽇保育、未就園児を対象とした事業や育児相談を実施している「⼦育て

⽀援ルーム」の施設が⽼朽化し、建替えが求められている。 
・ ⼦どもたちの遊び場（公園等）が少ないなど、⼦育ての環境や⽀援への満⾜度が低く

（満⾜・やや満⾜ 20.5%、不満・やや不満 34%）、出⽣数・出⽣率とも低い状況が続
いている。  

・ 国内外からの移住者や観光客など、多様な⼈々が集う地域であるものの、村の基本理
念である「多様であることから交流し学びあい成⻑する村」を象徴・具現化するよう
な「⼈々が気軽に⽴ち寄って集い交流する施設」が存在せず、交流の機会が乏しい。 

・ 住⺠（⼦ども〜中⾼⽣〜⼤⼈）及び観光客が⾬天時に過ごす場所が不⾜している。 
 

⽩⾺村では、上記の課題を解決するため、図書館や⼦育て⽀援施設、屋外広場（公園）
等を複合的に整備する計画をいます。 
 
 
２．検討経過 
 

平成 29 年度から、本格的な検討を開始し、アンケート・ヒアリングやワークショップ、
図書館施設検討委員会、有識者会議など様々な形で多様な⽅々の意⾒を聴取し、平成 30
年度に「⽩⾺村図書館等複合施設基本構想」を、令和元年度に「⽩⾺村図書館等複合施設
基本計画」を策定しました。 

基本計画において、候補地を JR ⽩⾺駅としていましたが、検討の結果候補地を⾒直す
こととなりました。候補地の⾒直しに伴い、住⺠主体の検討委員会を設けて協議するとと
もに、官⺠連携の調査も⾏いながら、基本計画の内容（機能・規模等）について再度検討
しています。 
 
【複合施設概要】 
 コンセプト：多様な創造性と出会い、豊かな未来へ誘う道しるべ 
 機能・規模：図書館 1,000〜1200 ㎡、⼦育て⽀援 800 ㎡程度、公園、その他（未定） 
 
 



３．候補地 

 

 
 
 
 候 補 地：⼦育て⽀援ルーム・⽊流公園周辺（JR ⽩⾺駅からの距離：約 650m） 
 敷地⾯積：約 18,000 ㎡（公園部分を含む） 
 
 村内の幹線道路である国道 148 号やスーパー・ドラッグストア・アウトドアショップ等
の商業施設や⾦融機関が建ち並ぶ県道⽩⾺岳線からは少し離れますが、⼩学校や⾼校から
近く、北アルプスの眺望が良好であり、⾃然環境が豊かで「⽩⾺村らしい」場所を候補地
としています。 

村有地（⼦育て⽀援ルーム敷地約 4,500 ㎡、⽊流川親⽔公園敷地約 8,500 ㎡）を活⽤す
るとともに⼀部の農地（約 4,200 ㎡）を買収することで広く⼟地を使うことが可能となり、
駐⾞場等も確保しやすい⽴地です。 
 前⾯道路が狭く、建設地となった場合には⾞道の拡幅や歩道の整備等が求められます。 

国道や県道から奥に⼊ったところにあるため、⼈や⾞両の往来は多くなく、「静かに過ご
したい」という住⺠や「安⼼して⼦どもを遊ばせたい」という保護者の希望は叶えやすい
⽴地ですが、賑わいや交流を創出するためには施設⾃体が⽬的地となる必要があります。 

隣接する⽊流公園には⼩川や林があり、⾃然を感じられる⽩⾺村らしい環境を提供する
ことができます。 
 現在の⼦育て⽀援ルーム敷地と農地の間に約 4m の⾼低差があるため、建物の建設場所
や駐⾞場から施設へのアプローチについて検討が必要となります。 
 



 
※⽩⾺村特有の地域条件等 
・冬季には多くの積雪があるため、屋根雪の処理や除雪・排雪を考慮する必要があります。 
・周辺からの眺望や⼦連れ・⾼齢者の館内移動等を考慮し、低層建築を望む声が多くあり

ます。 
・図書館と⼦育て⽀援施設を建設するのであれば住⺠⽬線で安⼼して利⽤できる施設を建

設してほしいという声が多くある⼀⽅で、多様な⼈々の交流の場や収益を⽣み出すよう
な事業を含めることで賑わいの創出や収⼊の確保を望む声もあります。 

 
 

 
 
 
 

   
①前⾯道路（東側）から現在の⼦育て⽀援ルーム     ②建設候補地から北アルプスを望む 
 
 



 

   
       ③⽊流公園 広場               ④⽊流公園 遊歩道と⽔路 
 

   
⑤⽊流公園 遊歩道          ⑥⽊流公園を流れる⽊流川（親⽔公園） 

 

 
⑦⽊流公園 らくだ⼭ 

  



３．既存施設の運営・利⽤状況 
 
（１）⽩⾺村図書館 
 
 【業務概要】 
 ・開館時間：午前 9 時〜午後 6 時 
 ・休館⽇：毎週⽉曜⽇・祝祭⽇、毎⽉最終⾦曜⽇（整理休館）、年末年始、特別整理⽇ 
 ・職員体制：司書３名（フルタイム２名、パートタイム１名） 
 

【利⽤状況】 
区分 R3 R2 R1/H31 H30 

開館⽇数 275 ⽇ 274 ⽇ 273 ⽇ 276 ⽇ 
来館者数 8,741 ⼈ 9,451 ⼈ 15,052 ⼈ 15,274 ⼈ 
貸出冊数 22,627 冊 26,687 冊 26,995 冊 25,710 冊 
蔵書冊数 56,791 冊 56,512 冊 55,962 冊 53,968 冊 

レファレンス件数 757 件 780 件 1,246 件 1,231 件 
 

【運営経費】 
区分 R3 R2 R1/H31 H30 

⼈件費 7,537 千円 6,118 千円 5,567 千円 5,973 千円 
燃料・光熱⽔費 934 千円 944 千円 842 千円 895 千円 
消耗品・備品費 1,911 千円 1,578 千円 1,541 千円 1,963 千円 
その他管理費 1,785 千円 2,796 千円 4,478 千円 4,663 千円 

合計 12,167 千円 11,436 千円 12,428 千円 13,493 千円 
 
 

   
 既存の⽩⾺村図書館（外観）          既存の⽩⾺村図書館（内観） 

  



（２）⽩⾺村⼦育て⽀援ルーム 
 
 【業務概要】 

地域⼦育て⽀援拠点事業（ひろば型）として、乳幼児及びその保護者が相互の交流を
⾏い、⼦育てについての相談、情報提供、助⾔、援助を⾏っています。 

⼀時預かり事業（地域密着型）として、就労・冠婚葬祭・その他の理由で家庭での保
育を受けることが困難な⽣後 10 ヶ⽉児〜就学前の児童の預かり保育を⾏っています。 

 
 【利⽤料⾦】 
  ・⼀時保育（⽉曜⽇〜⼟曜⽇ 7：30〜18：30） 
   3 歳未満児 300 円／１ｈ、 3 歳以上児 150 円／１ｈ 
  ・休⽇保育（⽇曜⽇・祝⽇ 8：30〜17：00） 
   3 歳未満児 300 円／１ｈ、 ３歳以上児 150 円／１ｈ 
 
 【利⽤状況】 

区分 R3 R2 R1/H31 H30 
なかよし広場（⽕・⽔・⽊曜） 116 名 119 名 1,004 名 1,583 名 

⾃由利⽤（⽇曜〜⾦曜） 794 名 1,225 名 1,150 名 573 名 
⼀時保育（⽉曜〜⼟曜） 698 名 1,188 名 1,427 名 1,388 名 
休⽇保育（⽇曜・祝⽇） 189 名 279 名 475 名 343 名 

 
【運営経費・収⼊】 

区分 R3 R2 R1/H31 H30 
⼈件費 16,094 千円 16,387 千円 15,233 千円 13,008 千円 

燃料・光熱⽔費 808 千円 851 千円 1,089 千円 942 千円 
管理費 4,863 千円 1,489 千円 1,036 千円 1,615 千円 
事業費 489 千円 2,789 千円 1,250 千円 779 千円 
合計 22,254 千円 21,516 千円 18,608 千円 16,344 千円 

利⽤料収⼊（⼀時保育料等） 1,360 千円 2,111 千円 2,751 千円 2,721 千円 
 
 

   
既存の⼦育て⽀援ルーム（外観）       既存の⼦育て⽀援ルーム（内観） 



 
４．現地視察・個別説明 
 
 これまでの検討経過や候補地の状況について、個別に状況説明を希望される場合にはご
連絡ください。 
 ⽇程を調整のうえ、現地をご案内することも可能ですし、Zoom 等によりオンラインで
ご説明することも可能です。 
 
 
５．留意事項 
 
 (1) 参加事業者の取扱い 

 提案実績は、事業者公募が⾏われた場合の評価の対象とはなりません。 
 (2) 提案内容の取扱い 

 ご提案いただいた内容は、今後の参考とさせていただきます。 
 (3) 提案に要する経費 

 提案に要する経費は、事業者の負担とします。 
 (4) 結果の公表 

 提案事業者名は公表しませんが、内容を簡潔化して公表する場合があります。 
 
 
６．お問い合わせ 
 
 ⽩⾺村教育委員会事務局 ⽣涯学習スポーツ課 
 所 在 地：⻑野県北安曇郡⽩⾺村⼤字北城 7025 番地 

（⽩⾺村保健福祉ふれあいセンター3 階） 
 電 話 番 号：0261-85-0726 
 電⼦メール：gakushu@vill.hakuba.lg.jp 
 


